
『趣味の遺伝』

� 冒頭をめぐって

『趣味の遺伝』は「帝国文学」の明治39年1月号に発表され，同年5月刊行の『漾虚集』

に収められた。『倫敦塔』や『幻影の盾』など幻想的な短編の多いこの本の中では日常的な

作品だが，冒頭が主人公の「空想」から始まる趣向は『倫敦塔』に通じている。

陽気のせいで神も気違
きちがい

になる。「人を屠
ほふ

りて餓えたる犬を救え」と雲の裡
うち

より叫ぶ声

が，逆
さか

しまに日本海を撼
うご

かして満洲の果まで響き渡った時，日人と露人ははっと応えて

百里に余る一大屠場を朔北の野に開いた。すると渺々たる平原の尽くる下より，眼にあ

まる�狗
ご う く

の群が，腥
なまぐさ

き風を横に截
き

り縦に裂いて，四つ足の銃丸を一度に打ち出したよ

うに飛んで来た。

「狂える神」は犬たちに「血を啜
すす

れ」，「肉を食
くら

え」，「肉の後には骨をしゃぶれ」と命じ，

「狂う神の作った犬」は「牙を鳴らして骨にかかる」。

ある者は摧
くじ

いて髄を吸い，ある者は砕いて地に塗
まみ

る。歯の立たぬ者は横にこいて牙を

磨
と

ぐ。

怖い事だと例の通り空想に耽りながらいつしか新橋へ来た。見ると停車場前の広場は

いっぱいの人で凱旋門を通して二間ばかりの路を開いたまま，左右には割り込む事も出

来ないほど行列している。何だろう？

この冒頭部は引用されることが多く，論者によっては漱石の日露戦争批判として持ち出さ

れる場合もある（1）。確かにここでは，「狂える神」が「餓えたる犬」を救うために「人を屠」

る，それが戦争だ，という獰猛な戦争イメージが提示されている。もしこれが戦争中の発表

であれば物議を醸した可能性もあっただろう。しかし『趣味の遺伝』は，明治38年9月5

日のポーツマス条約締結から三か月後に執筆された。つまり，漱石は終わったばかりの〈戦

―97―

夏目漱石が描いた旅順攻囲戦

橋 川 俊 樹



争〉の惨さ・残忍さを回顧的・寓意的に示したのだ。

この冒頭の空想は，「怖い事だ」という語り手＝主人公の「余」の述懐を引き出すための

ものであり，さらには知人と待ち合わせる新橋駅で目にした凱旋部隊歓迎の光景，昨年末に

旅順攻囲戦で死んだ友人へと繋いでいく伏線でもある。

ただし，漱石が〈戦場〉を「一大屠場」と呼び，「犬（狗）」という〈獣〉の争いに喩えた

ことは，明治37年9月号の『明星』に発表された有名な与謝野晶子の新体詩『君死にたま

ふこと勿れ』の戦争表現を想起させる。

君死にたまふこと勿れ すめらみことは戦ひに

おおみづからは出でまさね かたみに人の血を流し

獣の道に死ねよとは 死ぬるを人のほまれとは

大みこころの深ければ もとよりいかで思されむ

�戦争〉を「獣の道」と認識するこの詩は，岩崎紀美子『與謝野晶子とトルストイ』によ

れば（2），同年8月2日から20日まで東京朝日新聞に断続掲載された『トルストイ伯の日露

戦争論』（杉村楚人冠・訳）に影響されて書かれたという。

その楚人冠訳の第一章には，「戦争が最劣等なる獣欲を催進し人類を堕落し獣化せしむる

ものなることは人の普く知れる所」，とある。

冒頭の苛烈な寓意表現から見ると，『趣味の遺伝』執筆当時の漱石も〈戦争〉は人間を

「獣化」させるものだ，という感覚を抱いていた可能性はある。しかし，それで日露戦争批

判をしているわけではあるまい。開戦当初，同じ『帝国文学』（明治37年5月号）に新体詩

『従軍行』を発表して勇壮な征露意識を表現した当時とは違い，終わってみれば日露戦争は

凄惨とも悲惨とも言い得ないくらい苛烈なものだったという認識が，『趣味の遺伝』の冒頭

に表れてしまったということであろう。

また与謝野晶子の場合も，戦争批判というよりはむしろ，丁年以上の男子を個人や家の事

情に斟酌なく，命を危険にさらす戦場に送りこむ徴兵制度への批判というべきだろう。十年

前の日清戦争と違い，西洋の大国ロシア相手の戦争には多数の兵の犠牲が予想された。従っ

て，ひとたび出征すれば命はないものとする決死の覚悟がどの将兵にも必須とされていたの

である。

『君死にたまふこと勿れ』には，「（旅順口の包囲軍の中に在る弟を嘆きて）」という副題が

ある。しかし晶子の弟の所属する大阪の第四師団歩兵第八連隊は第二軍（司令官・奥保鞏）

に属し，明治37年8月末の時点では遼陽会戦（24日～）の真最中であった。旅順攻囲戦を

受け持っていたのは第三軍（司令官・乃木希典）所属の第一師団（東京）・第九師団（金沢）・

第十一師団（善通寺）である（のちに北海道の第七師団が加わる）。

実は，8月中旬の時点では，旅順攻略は極めて楽観視されていた。第三軍は7月末には旅
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順要塞への包囲網を整え，8月7日に大孤山・小孤山を奪取して旅順市内に迫っていた。そ

れゆえこの頃は早期の旅順開城が国内では噂され，8月24日の東京朝日新聞の一面には

「旅順最後期」として，「最近着のジヤンク曰く日本軍は一昨日椅子山を占領せり白玉山の露

軍の火薬庫は火事を起こしたり」（記事全文）と出ていて，26日の株式欄には，「旅順陥落

前の株式」と題して，「旅順陥落を目捷の間に控へ居りながら依然気迷ひを脱し兼ね」と始

まる記事まで登場している。

ところが事実は8月19日からの第一回総攻撃が失敗に終わり，第三軍は1万5千人に及

ぶ未曽有の戦死者・負傷者を出していた。日本軍はロシア軍の各要塞が備える鉄条網・地雷・

塹壕それにベトン（コンクリート）で固められたトーチカ（防御陣地）に跳ね返され，各砲

台からの砲撃と機関砲（機関銃）の銃撃によって甚大な損害を受けた。

しかし8月20日以降の東京朝日新聞にはどこにもこの総攻撃についての記事がない。「公

報」がないのはもちろん，第三軍付きの従軍記者にも箝口令が布かれていた（東京朝日の第

三軍第九師団付き記者は半井桃水（3）だった）。29日に，24日の支那人からの情報として「日

本軍は椅子山を攻撃して露兵を撃退せしも之に砲を据ゑ付くることを得ず椅子山の蔭
かげ

敵の砲

火より蔽はれたる小山に砲を据ゑ居れり」とあるのが珍しく具体的な記事である。

つまり与謝野晶子は旅順第一回総攻撃の悲惨な結末を何も知らずにあの詩を書いていたの

である。一方，9月に入ってから激戦だった遼陽会戦の戦況は好転し，3日の号外には「遼

陽全勝」の大きな見出しが躍り，7日には『遼陽全勝詳報』が掲載される。しかし，旅順攻

囲軍の情報は全く現れない。

そして9月も23日になってから『旅順現況何如』という記事が出て，旅順陥落の遅れと

遼陽の戦果への不満が語られている。

旅順口は果して膿し乎，潰れし乎，或は切開せられし乎。吾人は未だ之を知らず，知

る所は其陥落の少しく遅延し居ること是なり。遼陽大捷後，其捷状の十二分ならざりし

とて，我同盟国民に多少の遺憾を醸さしめたるも，畢竟は旅順陥落の少しく遅延し居る

矢先に於て，一方に遼陽集中の敵の主力が我網を漏れたるに因るものなり。

もちろん東京朝日新聞の記事はマスコミの反応の一部であり（4），当時の戦況を伝えるメディ

アとしては博文館発行の『日露戦争実記』（従軍記者に田山花袋）・『日露戦争写真画報』，

『征露戦報』（実業之日本社），国木田独歩の『戦時画報』（近事画報社），『軍国画報』（冨山

房）など月3回発行の専門雑誌があった。しかし8月末から10月末まで，旅順要塞第一回

総攻撃に関してはどの新聞・雑誌も似たようなもので，雑報的な記事か外国人からの憶測記

事のみである（遼陽会戦については写真・地図付きの特集が大々的に組まれている）。

周知の通りこの第一回総攻撃の凄惨な戦いを描いた小説が桜井忠温の『肉弾』（5）である

（刊行日は明治 39年 4月25日で，『趣味の遺伝』よりも三か月余り後）。桜井は，堅牢な要
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塞に対する「強襲法」による正面攻撃が特に歩兵の甚大な損耗を招くことを示しているが，

その悲惨な実態は戦争当時ほとんどが隠蔽されていた。

37年7月末から旅順陥落を楽観視していた世間は，陥落の報知どころか戦闘そのものの

情報がないままに放置され，10月末にようやく具体的な情報に接することができた。10月

30日になって旅順方面の戦闘に関する報道管制が解け，大本営も11月1日に8月以降の

『戦報』を公表したのだ。大本営『戦報』の8月21日の項には次の記述がある。

中央隊は未明盤龍山東砲台に向ひ突撃を実行せるも猛烈なる敵の機関砲の射撃と鉄条

網の破壊未だ充分ならざりしとに依り之を攻略するに至らず 左翼線は鉄条網を破壊し

未明に乗じ東鶏冠山北砲台に向ひ弾雨を冒して猛進し午前八時頃同砲台東南約二百米突
メートル

にある中間堡塁を奪取せるも此隣堡塁よりする側背射の為め損害甚だしく午前九時頃止

むを得ず之を棄つるに至れり

具体的な記述は多くないが，第一回総攻撃の挫折を認めてはいる。けれども同時に掲載さ

れはじめた戦死者への叙勲の記事は『某方面戦死者叙勲』とされ，旅順攻囲軍の惨状を姑息

に隠蔽しようとする意図が見える。

こうした軍や政府の報道制限・検閲については，11月23日の『旅順敵塁の構造』と題す

る記事の中で「攻囲軍附特派員」大森友之丞が次のように述べている。

読者諸君，吾人が我忠烈なる軍隊就中諸君が最も知らんと欲し聞かんと望む所の当攻

囲軍の戦況を通信すべく従軍してより已に百日〈略〉其間に於ける通信の事項を数ふれ

ば悉く是れ諸君の希望に適はずして幾んど半文銭の価値なく〈略〉今や漸くにして十月

二十九日以前の戦記を公表するの自由を得たりと雖も尚甚だ多くの制裁ありて

「謹厳なる検閲を経て幾多の抹殺を加へられ」る，という報道の現状が訴えられている。

10月29日以前とされたのは，30日が第二回総攻撃の突撃開始日だったからであろう。

11月5日に「乃木軍付特派員」半井桃水が『攻囲陣中日録』の中で8月19日の第九師団

の戦闘状況を報告している。

聞く今朝未明より攻撃開始せられたりと，早速山上に登れば敵の陣地は眼前にありて

砲弾の発着一々明かに見るを得，〈略〉此時工兵は敵の堡塁（盤龍山北方高地）間近に

進みて鉄条網を切断し歩兵は溝伝ひに進み時機を待つて突貫せんとす，砲戦の機は熟し

たり，午後六時歩兵は猛烈の勢を以て敵塁に突進せしが敵兵激しく射撃し地物の拠るべ

きなきが故全く敵を遂ふ能はず斯る程に東鶏冠山，盤龍山，二龍山，松樹山各方面の砲

火は我兵に向て集中せんとす
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このあと桃水は，朝日新聞に親しみをもつ「蘆澤工兵中佐」の訪問を受けたが，21日の

項に「此日より夜に掛けて某々諸部隊は交々突撃して非常の苦戦をなし蘆
マ

原
マ

中佐の如きも此

日戦死せられたりと聞く」，とある。11月8日には「攻囲軍戦死者 蘆澤工兵大佐」という

記事が出て，「去八月二十二日旅順背面第一回総攻撃に当りて中央砲台に向つて突進中敵丸

に中りて壮烈なる戦死を遂げ工兵大佐に昇進し功四級金鵄勲章を賜はり」とある。

このように8月19日からの第一回総攻撃は，11月になってやっと真相が知られるように

なった。しかし桜井の『肉弾』と比較すれば明らかなように，その地獄のような惨状はまだ

ほとんど表れていない。このあとの第二回総攻撃（10月26日～），そして漱石が描いた第

三回総攻撃（11月26日～）についても戦闘の詳細が国民に知らされることはなく，12月初

旬の二百三高地奪取のニュースが活字を躍らせるまでこの状態が続いていく。

そして「二百三高地」の凄惨な肉弾戦が，悲壮な英雄的犠牲としてマスコミや世間から讃

えられるようになると，松樹山はじめそれ以外の旅順要塞攻撃の凄惨さの印象が薄れる結果

となってしまう。

与謝野晶子は弟が旅順包囲軍に居ると誤認したけれども，このような当時の報道環境では

無理もない。しかし弟の属した第二軍の戦歴も，遼陽会戦・沙河会戦・奉天会戦と旅順に劣

らず激烈を極めており（6），彼が結果的に死傷しなかったのは偶然に過ぎない。けれど，もし

本当に旅順攻囲戦に参加していたならば，死傷率は飛躍的に高まったことだろう。

「獣の道に死」ぬ運命に弟を委ねたくない，家の大事な弟に戦場で死んでもらいたくない，

なぜ殺し合いに私の弟が駆り出されなければならないのか，理不尽な徴兵制に対する素朴で

切実な批判意識が『君死にたまふこと勿れ』には明らかに流れている。

これに対して漱石の『趣味の遺伝』の焦点は〈戦争〉そのものにはない。この小説は，冒

頭で〈戦争〉の陰惨なイメージを呈示し，次に満州の戦野から帰還した将軍・兵士たちに視

点が移り，さらに11月26日の旅順要塞第三回総攻撃に参加した歩兵中尉の友人の回顧になっ

ていく。しかし，これらはすべて〈趣味の遺伝〉の前フリと言うこともできる。

明治38年12月11日（月）の漱石書簡から，この作品は同日に書かれたことが分かって

いる。帝国大学と高等学校，明治大学の三校で教えていた多忙な漱石は，その日の学校を休

んでこれを書き上げた。「是は六十四枚ばかり。実はもつとかゝんといけないが時が出ない

からあとを省略しました。夫で頭のかつた変物が出来ました。」（高浜虚子宛書簡）とある。

また12月3日の虚子宛書簡には「今日から帝文をかきかけた」とあるので，凱旋した将

軍・兵士については，おそらくは3日までの遅くとも10日までに凱旋した部隊がモデルに

なっているだろう。そして主人公の目は，凱旋した「将軍」の姿と，「婆さん」に出迎えら

れたひとりの「軍曹」に向けられる。

この小説の主意は，その「婆さん」と「軍曹」に触発されて友人の墓参りをしたことで湧

き起こる〈趣味の遺伝〉問題にあったはずである。本郷郵便局で一目会っただけの男女がな

ぜお互いに惹かれ合ったのか，その理由には彼らの祖先の報われなかった〈恋愛�＝�趣味�
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の遺伝があったという内容がメインであったはずが，男の側の戦争・凱旋・突撃などの描写

が長くなり，竜頭蛇尾の「頭のかつた変物」になったのだと思われる。

しかしそのおかげで，漱石の作品には珍しい戦場や軍人の描写をわれわれは読むことがで

きる。特に新橋駅の凱旋シーンや旅順要塞への突撃シーンは日本の近代文学全体から見ても

希少価値がある。その文学的価値は別問題として，ここには当時の〈戦争〉や〈軍人〉に対

するイメージが典型的かつリアルに表現されているからだ。

� 凱旋に湧く新橋駅

ポーツマス条約締結により日露戦争の勝利が確定したのが明治38年9月5日，すぐに条

約内容に不満な国民の一部が東京で焼き打ち事件を起こしたが，それも落ち着くと，まず東

郷大将らバルチック艦隊を破った海軍部隊が帰国してきて，華々しい凱旋行事が東京はじめ

全国各地で催された（7）。

陸軍の凱旋は11月初旬からで，兵站部や野戦病院など後方部隊を中心に大連から帰国の

途に就き，門司や宇品に帰港，鉄道でそれぞれの本部基地に凱旋した。『趣味の遺伝』に描

かれたような実戦部隊の凱旋は，11月中旬からの近衛師団所属の旅団・連隊・大隊からで

ある（8）。近衛師団は東京・関東出身の兵士が多く，大部分は大隊単位で品川の軍用駅に到着

したが，師団・旅団司令部と同じ列車の場合は新橋駅に到着した。

行列の中には怪し気な絹 帽
シルクハツト

を阿弥陀に被って，耳の御蔭で目隠しの難を喰い止めて

いるのもある。仙台平を窮屈そうに穿いて七子の紋付を人の着物のようにじろじろ眺め

ているのもある。フロック・コートは承知したがズックの白い運動靴をはいて同じく白

の手袋をちょっと見たまえと云わぬばかりに振り廻しているのは奇観だ。そうして二十

人に一本ずつくらいの割合で手頃な旗を押し立てている。 �略� 一番近いのを注意し

て読むと木村六之助君の凱旋を祝す連雀町有志者とあった。ははあ歓迎だと始めて気が

ついて見ると，先刻の異装紳士も何となく立派に見えるような気がする。のみならず戦

争を狂神のせいのように考えたり，軍人を犬に食われに戦地へ行くように想像したのが

急に気の毒になって来た。

11月27日の東京朝日の記事『凱旋歓迎の盛』に，「凱旋軍隊の到着地点に於ては勿論，

凱旋列車の通過途中に於ても，その歓迎の盛んなる，人をして一種の快感に打たれしむ」と

ある。東京の各新聞は凱旋部隊の到着駅・到着時間などの案内を掲載し，東京朝日の場合

『凱旋予報』『凱旋部隊入京』欄を設けていた。さらに野戦部隊が到着するようになると，凱

旋部隊の戦歴や司令官の経歴などが詳しく紹介されている。

近衛師団，そして主人公の友人「浩さん」が属する第一師団のある東京は，主要な駅前・
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大通り・広場・公園などに立派な凱旋門が競い合うように建てられていた。また，満州軍総

司令部・各軍司令部の凱旋時には盛大な凱旋式が挙行され，その凱旋パレードの行程や式次

第が新聞に掲載された。師団長・旅団長クラス以上は歓迎の凱旋式がある新橋駅に必ず到着

し，駅からは馬車によるパレードが恒例としてあった。

『趣味の遺伝』の「余」は，一人の凱旋した将軍が近くを通り過ぎるのを見て，駅前で馬

車に乗る所も見たいと思い，思い切って前の人の頭越しにジャンプをする。

余の左右に並んだ同勢は一度に万―歳！ と叫んだ。その声の切れるか切れぬうちに

一人の将軍が挙手の礼を施しながら余の前を通り過ぎた。色の焦
や

けた，胡麻塩髯の小作

りな人である。左右の人は将軍の後を見送りながらまた万歳を唱える。〈中略〉 将軍

は生れ落ちてから色の黒い男かも知れぬ。しかし遼東の風に吹かれ，奉天の雨に打たれ，

沙河の日に射
い

り付けられれば大抵なものは黒くなる。地
じ

体
たい

黒いものはなお黒くなる。髯

もその通りである。出征してから白銀
しろがね

の筋は幾本も殖えたであろう。

�中略〉 ここだと思い切って，両足が胴のなかに飛び込みはしまいかと疑うほど脚

力をふるって跳ね上った。

幌を開いたランドウが横向に凱旋門を通り抜けようとする中に いた いた。例

の黒い顔が湧き返る声に囲まれて過去の紀念のごとく華やかなる群衆の中に点じ出され

ていた。将軍を迎えた儀仗兵の馬が万歳の声に驚ろいて前足を高くあげて人込の中にそ

れようとするのが見えた。

昔の注釈の一部にこの色黒の将軍を乃木大将とするものがあるが，漱石が『趣味の遺伝』

を書き上げた明治38年12月11日の時点では，乃木大将も第三軍も帰国していない。それ

は翌年1月半ばのことである。12月10日以前に凱旋した野戦部隊は第一軍の近衛師団のみ

であり，この「将軍」のモデルは，近衛師団の師団長あるいは所属の旅団長か，または9日

に着京した第一軍司令官・黒木為楨大将ということになる（9）。

主人公の「余」は新橋駅の一等待合室で，「暖炉の横に赤い帽子を被った士官が何かしき

りに話しながら折々佩剣をがちゃつかせている」のを見ているが，この「赤い帽子」は近衛

師団のトレードマークである。

12月4日の『近衛師団長凱旋』という記事には，「昨年征露の軍起りて真先に出征したる

は第十二師団と近衛師団とす爾来十有八箇月の久しき間幾十回の悪戦猛闘を為し常に赫々の

遺勲大功を奏し」，鴨緑江ではロシアの「大軍と激戦健闘し爾来日本の紅帽軍として露軍を

震撼せしめた」，とある。

鴨緑江，遼陽，沙河，奉天のいずれの戦闘においても激戦を繰り返してきた野戦部隊は，

一年半にわたる満州平野の戦場暮らしのために兵も将も，肌の色を黒くし，胡麻塩の髯はいっ

そう白くして凱旋した。
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「余」は偶然，凱旋した将軍の黒い顔と白い髯を見て，得難い感銘を受ける。

平生戦争の事は新聞で読まんでもない，またその状況は詩的に想像せんでもない。し

かし想像はどこまでも想像で新聞は横から見ても縦から見ても紙片に過ぎぬ。だからい

くら戦争が続いても戦争らしい感じがしない。その気楽な人間がふと停車場に紛れ込ん

で第一に眼に映じたのが日に焦
や

けた顔と霜に染った髯である。戦争はまのあたりに見え

ぬけれど戦争の結果 たしかに結果の一片，しかも活動する結果の一片が眸底を掠め

て去った時は，この一片に誘われて満洲の大野を蔽う大戦争の光景がありありと脳裏に

描出せられた。

この「将軍」が誰なのかを特定する場合，凱旋列車の到着時間が有力な鍵になるだろう。

主人公は或る男が「もう直です二時四十五分ですから」と言うのを聞き，「時計を見ると二

時三十分だ，もう十五分すれば凱旋の将士が見られる」と思う。

12月11日以前に新橋駅に着いた軍・師団・旅団の各司令部の到着時間は次の通りである。

・11月23日 午後2時56分 近衛師団・後備混成旅団（旅団長・梅澤道治少将）

・11月26日 午前7時41分 近衛師団・後備歩兵第一旅団（旅団長・隠岐重節少将）

・12月3日 午後1時15分 近衛師団司令部（師団長・浅田信興中将）

・12月4日 午後1時11分 近衛師団・歩兵第一旅団（旅団長・木村有恒少将）

・12月5日 午後1時11分 近衛師団・歩兵第二旅団（旅団長・谷山隆英少将）

・12月7日 午前10時39分 満州軍総司令部（総司令官・大山巌元帥）

・12月9日 午前10時39分 第一軍司令部（司令官・黒木為禎大将）

以上で分かる通り，午後2時台に新橋駅に到着したのは，11月23日の近衛師団後備混成

旅団司令部のみであり，午後到着は12月3日～5日の師団司令部と二つの旅団である。満

州軍総司令部と第一軍司令部は午前10時39分着であり，�時間〉的にはモデルにはならな

い。ちなみにこの到着時間は，奥大将の第二軍司令部（39年1月12日）と乃木大将の第三

軍司令部（1月14日）の場合も同じである。

つまり，この「将軍」は梅澤旅団長の可能性が高い（次頁写真：左が肖像，右が凱旋馬車）。

また，梅澤少将の近衛後備混成旅団司令部が凱旋した11月23日は，新嘗祭の祭日で学校

は休みである。一方，浅田中将の近衛師団司令部が凱旋した12月3日は日曜日であった。

仮に新橋駅の凱旋部隊歓迎のシーンが漱石の体験に基づくとしたなら，この二人のどちらか

がモデルであろう。もちろん知人や学生からの伝聞を元にした可能性も高いので，確定はで

きない。ただし，文中に「この凱旋の将軍，英名嚇々たる偉人」とあるのは，勇名を馳せた

黒木大将のイメージに近いようにも思える。
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しかし，黒木大将に劣らず，その第一軍所属，近衛師団後備混成旅団長の梅澤道治少将も

「英名」を謳われた将軍である。11月23日の東京朝日がその戦歴を詳述しているが，この

日の新聞を漱石が読んで，「英名嚇々たる偉人」と称した可能性はある。

沙河会戦当時に至りても亦我満州軍の最右翼部隊として本渓湖を死守す，顕
おも

ふに沙河

の会戦は黒鳩公
クロパトキン

将軍が遼陽を恢復し更に旅順を援護せん為め予め宣言して必勝を期した

るもの先づ我最右翼を突破するの戦略を画し其部下随一の驍勇と称せらるゝスタケルン

ベルグ将軍の引率する軍団をして之に向はしめたり，梅澤軍寡兵を以て能く此大軍に当

り後方勤務に服せし補助輸卒をして分捕
ぶんどり

銃を執りて防守に任ぜしむる迄の苦策を施し遂

に我に十倍する敵兵を撃破したるなり 〈中略〉

出征後備兵団の頗る夥しき中に梅澤旅団の名のみ特に其名を知られ戦地に於ても

�略� 単に梅花を画けば郵便物さへ到達する程に至りては決して其近衛たるが故に非ざ

るなり驍勇の名，殊功の声共に高き梅澤少将の凱旋に際し満都の士民が熱誠を捧げて歓

迎の意を表し其功労を犒
ねぎら

ふは理の当然と謂
いひ

つべし

この過大な称賛は，梅澤混成旅団が野戦軍として初めての，しかも目立った武勲を挙げた

凱旋部隊だったからだろう。ちなみに漱石は，『吾輩は猫である』第五章（38年 7月）で，

「混成猫旅団を組織して露西亜兵を引っ掻いてやりたい」と猫に言わせている。

新橋駅に降り立った梅澤将軍（当時53歳）の様子を25日の記事は次のように伝えた。

小春日和の好晴に新嘗祭を伴ひ停車場
ステーシヨン

の中央には万国旗を張り左側には名誉職員席を

設け右側及前面には各区団体旗を翻へして整列し師団より差遣はしたる儀仗兵一個中隊

は左側に整列したり，構内亦出迎者を以て充満しプラツトホームの先頭にせる軍楽隊の

凱旋の譜を奏し始むるや凱旋列車は徐々として第二番線に停車し少将は第一に寺内陸相

より凱旋の祝詞を受け次に伊瀬地留守師団長其他より順次祝詞を受けたる後大本営より
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差廻されたる馬車に参謀長及副官と同乗次位の馬車に幕僚五名同乗万歳声
せい

裡
り

近衛騎兵半

小隊の儀仗に前後を警衛せられて大本営に入り一時休憩の後参内せり少将は陸軍少将の

略装に金鵄勲章を佩用し聊か疲労の模様もなく群衆万歳を連呼するや一々挙手して至極

元気に見受けられたり

前述のように，東京に本拠を置く軍司令部や師団・旅団司令部の凱旋時には馬車仕立ての

凱旋パレードがその都度催され，軍司令官・師団長・旅団長らは大本営あるいは師団本部に

入り，それから宮城（皇居）に参内するのが慣例であった。

在京師団の凱旋部隊は，ほとんどが大隊・中隊単位で品川駅に到着した。梅澤旅団の場合

も同様である（11月23日の記事）。

梅澤旅団に属する近衛後備歩兵第一聯隊本部及同聯隊第一大隊第一中隊と同第二大隊

の一個中隊は〈略〉昨日午後零時五十五分山陽鉄道の客車にて品川停車場に安着したり

停車場には近衛将校十数名出迎ひて神谷大佐に祝辞を述べ一般の歓迎員は広場に団体旗

を建て例の如くに迎へたり殊に此聯隊には東京出身の勇士多ければ一家族を挙げての歓

迎もありて万歳の声盛んに唱へられ一層の賑ひを呈したり扨て安着の軍隊は一声の喇叭

に降車し広場に整列し点検を受けて暫時休憩の上光輝ある聯隊旗を先頭に隊列を整ふて

高輪通を営所に凱旋したり

新橋駅に到着した大隊・中隊も同じような歓迎を受けたことだろう。さらに11月29日に

は，この部隊の「解隊」の記事が出ており，「去二十三日梅澤旅団の凱旋と共に帰京せし近

衛後備歩兵第一聯隊の全部は直に牛込区内の宿舎に入りて在泊中の処一昨日午前九時を以て

竹橋内後備聯隊本部に於て武器納めの式を行ひ夫より俸給酒肴料及び路費等の給与あり愈昨

日午前十一時半を以て解隊せられ」た，とある。

以上のように，梅澤旅団（近衛師団後備混成旅団）を例に，凱旋とその歓迎，解隊までの

流れを東京朝日の記事から追ってみた。また，12月1日の『凱旋のさまざま』という記事

には「凱旋軍隊の日毎に着京し引続いて除隊となる兵士も多」い，とあり，常備軍の場合は

時を置かずに除隊となるケースも多かったようだ。

浅田近衛師団長と黒木第一軍司令官の司令部の場合，それぞれ近衛師団歩兵第一旅団と第

四旅団の所属部隊とともに凱旋しているので，部隊は新橋駅でそのまま解散している可能性

が高く，『趣味の遺伝』の「出迎え」のシーンには適っている。

将軍の去ったあとは群衆も自から乱れて今までのように静粛ではない。列を作った同

勢の一角が崩れると，堅い黒山が一度に動き出して濃い所がだんだん薄くなる。気早な

連中はもう引き揚げると見える。ところへ将軍と共に汽車を下りた兵士が三々五々隊を
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組んで場内から出てくる。服地の色は褪めて，ゲートルの代りには黄な羅紗を畳んでぐ

るぐると脛へ巻きつけている。いずれもあらん限りの髯を生やして，出来るだけ色を黒

くしている。これらも戦争の片破れである。大和魂を鋳固めた製作品である。〈中略〉

兵士の一隊が出てくるたびに公衆は万歳を唱えてやる。彼らのあるものは例の黒い顔

に笑みを湛えて嬉し気に通り過ぎる。あるものは傍目もふらずのそのそと行く。歓迎と

はいかなる者ぞと不審気に見える顔もたまには見える。またある者は自己の歓迎旗の下

に立って揚々と後れて出る同輩を眺めている。あるいは石段を下るや否や迎
むかえ

のものに

擁せられて，あまりの不
ふ

意
い

撃
うち

に挨拶さえも忘れて誰彼の容赦なく握手の礼を施こしてい

る。出征中に満洲で覚えたのであろう。

その中に これがはからずもこの話をかく動機になったのであるが 年の頃二十

八九の軍曹が一人いた。

「将軍」のモデルが，梅澤混成旅団長（少将）であるか，浅田近衛師団長（中将）である

か，それとも黒木第一軍司令官（大将）であるか決めがたいが，この「軍曹」が近衛師団の

所属であることは疑いない。

主人公はこの軍曹を「亡友浩さんと兄弟と見違えるまでよく似ている」，「しかし浩さんは

下士官ではない。志願兵から出身した歩兵中尉」だ，などと考えながら見ていると，「どこ

をどう潜り抜けたものやら，六十ばかりの婆さんが飛んで出て，いきなり軍曹の袖にぶら下

がった」。二人の歓喜に満ちた出迎えシーンに感動した「余」は，去年の11月26日，旅順

攻囲戦で戦死した友人の墓を久しぶりに参ろうと決意する。

『趣味の遺伝』の「余」は当時の漱石と同じく，帝国大学で教えている「学者」であるら

しい。仮に「余」も友人の「浩さん」も「軍曹」と同じ数えの二八か二九歳だとすると，ふ

たりは同じく学士であったが友人は卒業後「志願」して陸軍士官になった，という設定だと

考えられる。二六歳で大学を卒業したと仮定すると，軍人になって二年目か三年目というこ

とになる。

もしそうであるなら，当時の軍人に帝大卒業生は珍しく，「学士」の戦死者は次のように

雑誌で取り上げられている（『日露戦争実記』明治37年12月，第47編）。

二学士の戦死

他日大いに国家に貢献すべき有為の才を空しく砲弾の煙に失ひたるは最も痛悼すべし。

十月十日，海鼠山麓の戦に於て，文学士新島源助氏を失ひ，十一月廿八日二百三高地の

激戦に農学士足立美堅氏を失ひたり。

新島文学士は去る三十五年帝国大学文科を卒業し，同年十二月志願兵として某歩兵営

に入営し，累進して大尉に至れり。〈中略〉

足立農学士は諸陵頭足立正聲氏の長子にして，三十五年七月帝国大学農科大学を卒業

共立 国際研究 第34号（2017）
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し，同年十二月一年志願兵となりて近衛歩兵第一聯隊に入営し，以て今回の戦に従へり。

�略〉 十一月二十六日二百三高地の攻撃開始せらるゝや，少尉は其中隊を卒いて奮進し，

二十八日午前六時よりは突撃隊に加はりて奮戦し，同山の第一塹壕を越え，鉄条網を越

えて敵堡塁二十米突
メートル

に 近
ちかづ

きし時，敵弾飛来して，右肩胛，頸部，右腹部，及び頭頂後

部に重傷を負ひ，遂に名誉なる戦死を遂げたり。

記事は，「此等有為なる学士を失ふ，国家に取りて実に二重なる損失と謂うべし」と結ん

でいる。単に命が奪われただけでなく，彼らの持つ有為の学問・知識も失われた，というの

だ。与謝野晶子が家の大事な跡取りとしての弟の命を惜しんだのとはまた別な意味で，「学

士」の戦死は惜しまれた。

さらに「浩さん」の場合，母一人子一人であった。「婆さん」の母親をぶら下げながら去っ

ていく「軍曹」を見て，「余」の心に一年前の旅順攻囲戦で死んだ友人の姿が蘇える。

� 旅順攻囲戦 忘れられた「松樹山」突撃

浩
こう

さん！ 浩さんは去年の十一月旅順で戦死した。二十六日は風の強く吹く日であっ

たそうだ。遼東の大野を吹きめぐって，黒い日を海に吹き落そうとする野分の中に，

松樹山
しょうじゅざん

の突撃は予定のごとく行われた。時は午後一時である。掩護のために味方の打

ち出した大砲が敵塁の左突角に中って五丈ほどの砂煙を捲き上げたのを相図に，散兵壕

から飛び出した兵士の数は幾百か知らぬ。蟻の穴を蹴返したごとくに散り散りに乱れて

前面の傾斜を攀じ登る。見渡す山腹は敵の敷いた鉄条網で足を容るる余地もない。

ところを梯子を担い土嚢を背負
し ょ

って区々
まちまち

に通り抜ける。工兵の切り開いた二間に足ら

ぬ路は，先を争う者のために奪われて，後より詰めかくる人の勢に波を打つ。こちらか

ら眺めるとただ一筋の黒い河が山を裂いて流れるように見える。その黒い中に敵の弾丸

は容赦なく落ちかかって，すべてが消え失せたと思うくらい濃い煙が立ち揚る。

『趣味の遺伝』第二章の冒頭は，明治37年11月26日の旅順第三回総攻撃の場面から始ま

る。これも「余」の「想像」シーンであるが作品冒頭とは異なり，友人「浩さん」の突撃シー

ンを「余」が俯瞰的な視点から見守っているような設定である。

「松樹山」攻撃の担当は，東京の第一師団である。突撃隊の主体はもちろん歩兵であり，

「浩さん」の階級「歩兵中尉」は，中隊長に任ぜられることも多い。突撃の現場指揮官であ

り，連隊旗の旗手を務める者もこの階級に多い。

攻撃対象の「松樹山」は，8月の第一回総攻撃の時から常に第一師団が受け持ち，多大な

犠牲を払いながら満足な成果を残せていない難攻不落の要塞である。第一師団はまた，第三

軍の最右翼として二百三高地攻撃も受け持ち，作戦変更後の11月28日以降は，新たに加わっ
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た第七師団（旭川）とともに激闘を演じることになる。

次の地図は，博文館が少年向けに発行した雑誌『少年日露戦史』（第11編，明治38年5

月）掲載のものである。旅順口は，松樹山から東鶏冠山まで背後が200～300メートルクラ

スの低い山に囲まれており，ロシア軍はその主要な山頂すべてに砲台や堡塁を築いていた。

また，北西のかなり離れた位置に「203高地」があり，ここは9月下旬の攻撃時にはまだ手

薄であったが，その後防備が増強され堅固な要塞となっていた。

中央隊は北陸の第九師団で，二
に

龍
りゅう

山
ざん

を正面攻撃し，左翼に陣取る四国の第十一師団は，

東鶏冠山
ひがしけいかんざん

方面を担当した。地図で見ると，第一師団担当の「松樹山」は敵の本拠地・旅順

旧市街への最短距離の途中に立ちはだかっている。旅順街道がすぐ脇を通っており，ロシア

軍が最も重点的に防御する要塞である。

11月26日の総攻撃は，午後一時に予定通り開始された。この日までに工兵と歩兵は，

「正攻法」の原則に従って塹壕や通路をジグザグに出来得る限り敵陣近くまで掘り進めてい

た（10）。突撃隊は狭い通路を，味方の砲撃の援護を受けながら，敵の砲弾・銃弾の雨を潜り抜

けて突き進む。突撃地点までたどり着くと一散に斜面を駆け上がり，鉄条網を越えて敵の塹

壕まで突進し，そこで加えられる銃撃と爆裂弾・地雷の脅威に耐えて，敵の堡塁や砲台を目

指すのである。

現在の旅順周辺の山々は緑の木々に覆われているが，旅順背面の山々は松樹山も二龍山も
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みな〈裸の山〉である。真昼の攻撃の場合，頂上に居る敵からの見通しは非常にいい。夜に

は巨大な探照灯（サーチライト）が突撃する日本兵を照らし出す。さらに近隣の砲台からは

盛んな砲撃が繰り返される。

『趣味の遺伝』は「一筋の黒い河」と表現しているが，次の「望台」突撃の写真（11）に見え

るように黒いジグザグの河である。砲撃の白煙が立ちのぼる中，個人の識別など不可能な一

連の黒い「筋」となって兵士たちは登っていく（画面の中央，左寄り）。

漱石は，「正攻法」による〈松樹山突撃〉を克明に描いている。旅順要塞総攻撃に参加し

た一人の歩兵中尉がどのように死んでいったのかを記憶するために。

どこへ出しても浩さんなら大丈夫，人の目に着くにきまっていると思っていた。だか

ら蠢めいているなどと云う下等な動詞は浩さんに対して用いたくない。ないが仕方がな

い。現に蠢めいている。鍬の先に掘り崩された蟻群の一匹のごとく蠢めいている。杓
ひしゃく

の水を喰
くら

った蜘蛛の子のごとく蠢めいている。いかなる人間もこうなると駄目だ。大い

なる山，大いなる空，千里を馳け抜ける野分，八方を包む煙り，鋳鉄の咽喉
の ん ど

から吼えて

飛ぶ丸
たま

これらの前にはいかなる偉人も偉人として認められぬ。俵に詰めた大豆の一

粒のごとく無意味に見える。嗚呼浩さん！ 一体どこで何をしているのだ？ 早く平生

の浩さんになって一番露
ろ

助
すけ

を驚かしたらよかろう。

黒くむらがる者は丸を浴びるたびにぱっと消える。消えたかと思うと吹き散る煙の中

に動いている。消えたり動いたりしているうちに，蛇の塀をわたるように頭から尾まで

波を打ってしかも全体が全体としてだんだん上へ上へと登って行く，もう敵塁だ。浩さ

ん真先に乗り込まなければいけない。煙の絶間から見ると黒い頭の上に旗らしいものが

靡いている。〈略〉 浩さんだ，浩さんだ。
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「余」のナレーションはまるで実況中継のようだ（12）。彼はこの「旗」の持ち主を無理やり

「浩さん」と決めてしまって，その設定で実況を続けていく。

黒い塊
かたま

りが敵塁の下まで来たから，もう塁壁を攀じ上るだろうと思ううち，たちま

ち長い蛇の頭はぽつりと二三寸切れてなくなった。これは不思議だ。丸を喰って斃れた

とも見えない。狙撃を避けるため地に寝たとも見えない。どうしたのだろう。すると頭

の切れた蛇がまた二三寸ぷつりと消えてなくなった。これは妙だと眺めていると，順
じゅん

繰
ぐり

に下から押し上
あが

る同勢が同じ所へ来るや否やたちまちなくなる。しかも砦の壁には誰一

人としてとりついたものがない。塹壕だ。敵塁と我兵の間にはこの邪魔物があって，こ

の邪魔物を越さぬ間は一人も敵に近く事は出来んのである。彼らはえいえいと鉄条網を

切り開いた急坂を登りつめた揚句，この壕の端まで来て一も二もなくこの深い溝の中に

飛び込んだのである。担っている梯子は壁に懸けるため，背負っている土嚢は壕を埋め

るためと見えた。壕はどのくらい埋ったか分らないが，先の方から順々に飛び込んでは

なくなり，飛び込んではなくなってとうとう浩さんの番に来た。いよいよ浩さんだ。しっ

かりしなくてはいけない。

俯瞰的な視点から「余」の視界だけが語られているために，ここでは勇壮な吶喊の声も砲

弾の炸裂する音も銃声も聞こえない。まるでサイレント映画に弁士が説明を付けていくよう

に場面は進んでいく（13）。

高く差し上げた旗が横に靡
なび

いて寸
ず

断
た

寸
ず

断
た

に散るかと思うほど強く風を受けた後，旗竿

が急に傾いて折れたなと疑う途端に浩さんの影はたちまち見えなくなった。いよいよ飛

び込んだ！ 折から二竜山の方面より打ち出した大砲が五六発，大空に鳴る烈風を劈
つんざ

いて一度に山腹に中って山の根を吹き切るばかり轟き渡る。迸しる砂煙は淋しき初冬の

日蔭を籠めつくして，見渡す限りに有りとある物を封じ了
おわ

る。浩さんはどうなったか分

らない。気が気でない。あの煙の吹いている底だと見当をつけて一心に見守る。

しかし，煙が晴れて眼を凝らして見ても，塹壕を上がって来る者は誰もいない。「余」の

想像は，かけがえのない友人の死にざまを精一杯ドラマチックに盛り上げようとするが，結

局はうまくいかない。

五秒は十秒と変じ，十秒は二十，三十と重なっても誰一人
いちにん

の塹壕から向うへ這い上
あが

る

者はない。ないはずである。塹壕に飛び込んだ者は向へ渡すために飛び込んだのではな

い。死ぬために飛び込んだのである。彼らの足が壕底に着くや否や穹
きゅう

窖
こう

より覘
ねらい

を定め

て打ち出す機関砲は，杖を引いて竹垣の側面を走らす時の音がして瞬く間に彼らを射殺
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した。殺されたものが這い上がれるはずがない。石を置いた沢庵のごとく積み重なって，

人の眼に触れぬ坑内に横わる者に，向へ上がれと望むのは，望むものの無理である。

�中略� これがこの塹壕に飛び込んだものの運命である。しかしてまた浩さんの運命で

ある。蠢
しゅん

々
しゅん

として御
お

玉
たま

杓
じゃく

子
し

のごとく動いていたものは突然とこの底のない坑
あな

のうちに

落ちて，浮世の表面から闇の裡に消えてしまった。旗を振ろうが振るまいが，人の目に

つこうがつくまいがこうなって見ると変りはない。浩さんがしきりに旗を振ったところ

はよかったが，壕の底では，ほかの兵士と同じように冷たくなって死んでいたそうだ。

漱石は機関銃の音を「杖を引いて竹垣の側面を走らす時の音」と表現した。ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀと

いう乾いた銃声が聞こえてくるようだが，実際に聞いた事はあるまい。第二軍付き軍医部長

として従軍していた森�外（軍医監）なら聞いたことがあるだろう。「浩さん」をはじめ第

一師団の突撃歩兵をなぎ倒したのは銃眼から連射されるこの機関銃の弾丸である。

8月の第一回総攻撃と違いこの日の総攻撃では，右翼・中央・左翼ともに掘削活動に工兵・

歩兵をすべて投入して整えた通路・塹壕・坑道を伴う突撃陣地が形成されていた。できる限

り敵塁近くまで掘り進める一方で，敵砲台の真下まで坑道を掘り進めて敵陣を爆破する作戦

も各隊ともに遂行されていた。

もし充分な時間があれば，余裕をもった「攻城法」の方針をとって旅順攻囲戦を進めるこ

とが出来たかもしれない。しかし，10月についにバルチック艦隊が動いたという情報が入

り，また野戦軍も遼陽会戦から沙河会戦へと激戦が続いて第三軍の早期合流が期待されてい

た。攻囲軍による一刻も早い旅順陥落が，陸海軍からも，天皇・政府からも，国民・世論か

らも求められていたのである。

しかし，前回10月26日からの第二回総攻撃（歩兵突撃は30日から）は，「正攻法」で攻

めた初めての総攻撃で，二八サンチ榴弾砲の援護も加わり成果が期待されたが，敵砲台・堡

塁の堅牢さにまたも跳ね返された。この時の死傷者は第一回の三分の一以下であったがそれ

でも四千近い死傷者が出ている。旅順攻囲戦の情報が解禁になり，次の第三回総攻撃では砲

台奪取という世間にアピールできる〈勝利〉が是非とも必要であった。だれよりも第三軍の

将兵が汚名返上を願っていた。特に第一師団は決死の覚悟で松樹山砲台の占拠を目指したは

ずである。死んでいった多くの仲間の「弔い合戦」のためでもある。

しかし，『趣味の遺伝』に描かれたように，第一師団による11月26日の松樹山攻撃はま

たも失敗に終わり，全滅する部隊が続出した。その夜に決行されたのが「特別予備隊」いわ

ゆる「白襷隊」による奇襲作戦であった。

ジグザグに通路・坑道を掘り進める「正攻法」は，時間がかかり一気に敵砲台を奪取する

ことができない。そこで，松村第一師団長によって立案された「特別予備隊」は，第一，第

九，第十一，それに着いたばかりの第七師団から選抜された，中村覚少将の直接指揮による

独立混成部隊である。この独立隊は26日の日没から行動を起こし，昼に落とすことができ
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なかった松樹山砲台の後ろにある「補備砲台」へ夜襲をかけた。

ここで「白襷隊」について述べておく意味は，第一師団による旅順第三回総攻撃といえば

「白襷隊」しか歴史に登場してこないからである。現在行われている日露戦史の類では，総

攻撃初期については「白襷隊」の逸話しか出てこない。それは当時の戦争雑誌の記事を見て

も同じことで，それでも第九師団による二龍山攻撃や第十一師団による東鶏冠山攻撃は中央・

左翼軍の行動として取り上げられることがあるが，「白襷隊」の派手な玉砕があるがために，

右翼・第一師団が最初に行なった「松樹山」突撃についてはほとんど取り上げられていない。

先に掲げた『少年日露戦史』でも「決死の白襷隊」のみ取り上げられていて，そこには次

のような隊長・中村少将の檄が載っている（14）。

『我が独立隊の目的は，敵の要塞地を中断するにあるのぢや，一人たりとも生還する

心では成らん，若し吾輩が死んだら，渡邊大佐が之に代る，渡邊大佐が倒れたら，大久

保中佐が代るのぢや。其他も皆この通り，順次に代る者を定めて置け！ 襲撃は銃剣突

撃が主ぢや。第一着の地歩を占める迄は，たとひ敵の猛射は受けても，一発も応射する

事は成らんぞ，故無く後方に止まるか，漫
みだ

りに隊伍を離れるか，又は退却するものは，

皆隊長が斬って棄てる。』

と，厳
おごそ

かに云ひ渡しましたので，之を聞いた全隊の将士は，肉躍り骨鳴るまで，皆

奮い立たずには居られませんでした。

第一師団参謀だった大尉の証言では，「白襷隊」の奇襲は次のような経過をたどって悲惨

な結末を迎える（15）。

「第三回総攻撃がいよいよいかんということになりましたから，その日の暮れるのを

待って松樹山堡塁のもう一つ後ろにあった補備砲台というのに向かって，中村少将が最

先頭に立って旅順街道を粛々と進みました。暗夜のことですから，途中までは知られず

に行きましたが，斜面中腹に達したとき，敵の地雷に引っ掛かったのです。それが敵へ

の警報となりまして，探照灯で照らされ，同時に集中射撃を受けたのです。

どうせ決死隊ですから，それでも構わずずんずん進んで行ったが，そのうちに旅団副

官が戦死をする，参謀は初めての地勢で部隊と離れてしまい，どこへ行ったか分からず，

旅団長もそのうちに怪我をする。」

「夜が明けてみますと，補備砲台の下の斜面はまるで飯の上に蠅が止まったように，

我が忠勇なる戦死者の死骸でもって覆われていました。」

これを，明治 38年3月という早い時期に刊行された戦史『日露交戦録 旅順陥落の巻』

（春陽堂）の描写によると，次のようになる。

共立 国際研究 第34号（2017）

―113―



難事中の難事冒険中の冒険誓つて死を決するの士に非ざるよりは焉んぞ能く斯の如き

を得んや，部署は定まれり，右翼団選抜の隊は率先して松樹山方面の地隙に進み，月の

未だ出でざるに先だち補備砲台を奪取せんとし，午後八時三十分縦隊突撃を試みたり

�中略〉

是時に当り正面の敵は射撃せざるも，松樹山新砲台よりは盛なる砲撃を試み，椅子山

の探照灯は一直線に我陣地を照し，其物凄き光を我兵の頭上に浴せつゝあり，我兵尚前

進して敵散兵壕の前方約二十米突の距離に達するに及び，地雷の爆発すること二個所，

尚進んで最下に達するや，敵は頻に爆薬を投じ新砲台よりは益々猛射を加ふるより，我

の死傷頗る多く進むに随つて右側面よりは小銃を乱射し，後方の諸砲台よりは曳火弾を

送り来ること頗る急に我の死傷益々大なり

隊長の中村少将は中途で負傷し，指揮を渡辺大佐に託して後送された。まもなく帰国し，

「東京予備病院」に入院中の中村少将に取材した『征露戦報』（明治38年2月，第四号）の

記事がある。少将は独立選抜隊を「抜刀隊」とか「決死隊」とか呼ばれるのを嫌がり，「私

が抜刀隊を率いて往つたなど世間ではそうなつて居ますが」，「目的も達成することも出来ず

に負傷したなどと国家に対しては誠に相済まず世間に対しては何とも愧入
は ぢ い

つた次第である」

と語っている。

司馬遼太郎の小説『坂の上の雲』（1968～1972年発表）は，第三軍司令官・乃木希典大将

と参謀長・伊地知幸介少将を旅順攻囲戦における数々の作戦失敗の元凶とし，「無能」と評

した。その根拠の一つがこの「白襷隊」奇襲作戦の無謀さにある。司馬は，たった三千の兵

で「旅順市街に突入せよ」と命じた司令部の荒唐無稽を強調しているが，この作戦には，先

の檄に表れているような中村少将の特攻精神が災いしたように思える。それを乃木司令官が

乾坤一擲の奇襲作戦として容認し，わざわざ激励の辞を贈るほどに成果を期待したことに大

きな問題があった。

夜陰にまぎれてとはいえ敵正面の本街道を進むことも問題だが，なぜ松樹山補備砲台の奪

取などに向ったのだろうか。たとえその砲台の防備が手薄だったとしても周辺の砲台が生き

ている以上，集中砲火を浴びることは必然である。しかも「正攻法」で攻めている対象では

ないので勝手が分からず，とにかく闇雲に突進するだけ，という自殺行為に近い作戦である。

どうせならそのまま街道を突っ切って旅順市街に斬りこんだ方がまだ意味があったように思

えるが，「松樹山」にこだわった第一師団組の暴走のようにも見える。

司馬はロシア軍の要塞を，「砲台の前には地雷原があり，鉄条網があり，そのまわりには

機関銃と速射砲がある。日本軍は一隊全滅すれば，いま一隊が屍をこえて突撃し，まれに砲

台の胸壁によじのぼる者があっても，登ったむこうにはまた側防機関銃があり，そこを走り

ぬけてさらに突入したところでまた咽喉部の防御がある」，と書いている。

漱石が『趣味の遺伝』で描いたのは，一人の要塞塁壁登攀者すら出せずに全滅していった
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多くの突撃部隊の姿であったのだ。

この状況を打開したのは，28日以降「二百三高地」に攻撃対象を絞り，そこに参戦した

ばかりの第七師団を投入し，ほとんどの大砲をその援護に回してからである。単に撤退した

だけに終わった過去の総攻撃とは異なり，二百三高地は奪い奪われの大激戦，総攻撃全体で

再び一万五千にのぼる死傷者を出したが，12月5日，ついに二百三高地の完全占領に成功

した。すぐに旅順港内の砲撃を敢行，翌日の東京朝日新聞号外には，「旅順公報 港内大砲

撃」の見出しが躍った。第三軍初の「大勝利」であった。

この間にも第三軍の各師団は，松樹山・二龍山・東鶏冠山等で地道な工作作業を続行し，

15日から31日にかけての突撃で次々と要塞攻略を成功させた。特に坑道を砲台直下まで掘

り進め，大量の爆薬で爆破する作戦が各方面ともに功を奏した。とはいえ，最後は歩兵によ

る肉弾戦である。これも機関銃の銃座さえ沈黙させれば，日本兵の方が強かった。

以上のような松樹山などへの，地道な坑道掘進作業を伴う「正攻法」の攻略について，

『坂の上の雲』はあまりに扱いが小さい。文春文庫版第五巻の三分の一，150ページが「二

百三高地」攻防戦に当てられているが，こちらは次の数行で終りである。

二〇三高地の陥落後もなお，旅順要塞の攻防はつづいている。

ただし，戦勢は逆転した。砲兵力も日本軍のほうが優勢になり，工兵の活動面でも坑

道掘進による敵堡塁の爆破作業が容易になり，歩兵突撃もさほどの損害をともなうこと

なくして可能になった。諸事，車が坂をくだるようにして容易になった。

結局，第三回総攻撃における第一師団による「松樹山」歩兵突撃は，選抜決死隊である中

村「白襷隊」の登場と，その後の第三軍初の大勝利「二百三高地」制圧によって完全に霞ん

でしまった。第一師団に関しては，その後も他の第九師団・第十一師団の要塞攻略より遅れ

をとり，松樹山の完全攻略は12月31日大晦日のことだった。

司馬遼太郎の第三軍司令部批判の要点は，なぜ8月の第一回総攻撃で一万五千もの死傷者

を出す失敗を演じながら，その後も9月，10月，11月と総攻撃のたびに同じような正面突

撃を命じ，歩兵の多大な損傷を出して平気だったのかということに尽きる。

ひとつだけ言えることは，命じる方ばかりではなく命じられる方も，肉弾突撃で何とかな

ると無邪気に信じていた，ということである。自分が捨て石となっても後に続く仲間が何と

かしてくれる，今日が駄目なら明日が，今回が駄目でも次はというふうに，死ぬことが自分

の役割であるかのように突撃を敢行したのだ。むろん，後に芥川龍之介が『将軍』で描いた

ように納得していない兵士もいたことだろう。しかし主流は，楽観的なくらいに「進んで死

ぬ」ことに疑問を感じない兵士たちだった。そんな兵士たちの従順さに，司令する側が甘え

ていたように思える。

『趣味の遺伝』の「浩さん」も日記に，「五時大突撃。中隊全滅，不成功に終る。残念!!!」
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と記していた。中隊全滅は，旅順攻囲軍の歩兵中尉にとって「残念」に感嘆符を三本付ける

程度の出来事である。とにかく欲しいものは「勝利」，それだけのために〈戦争〉は遂行さ

れ，「浩さん」のような立派な男子が犠牲となって穴の底で冷たくなるのである。

攻囲軍中央隊だった金沢第九師団は，明治39年1月という早い時点で『第九師団征露紀

念戦闘日記』を地元で発刊しているが，ここでも11月26日の総攻撃は実にあっさりと描か

れる。二八サンチ榴弾砲が12門配備され，「その威力や実に大なるもの有りしに拘はらず第

三回攻撃は終に全線非に了りぬ」，これだけである。

そのあとに，前の第二回総攻撃における第九師団の二龍山砲台攻撃の激闘が語られる。

右翼平佐旅団は外岸に二個所の垂坑路を穿ち之を爆破して突撃攻路を開き歩兵第十九聯

隊第一大隊（長高木少佐）を第一突撃隊第三大隊（長小木津大尉）を第二突撃隊とし第

二大隊（長藤岡少佐）をして咽喉部に迫らしむるの区分を為し 〈略〉 期至るや第一突

撃隊は原田中隊を第一線に古田中隊を第二線粟田中隊を第三線川久保中隊を第四線とし

躍進吶喊壕内に突入し諸隊之に続くや敵は地雷を発しまた胸�上の土嚢壁に拠り小銃機

関砲を乱射し爆薬を投下して死守防戦甚だ力むれば我が損傷多大にして高木少佐数弾を

受けて倒れ服部聯隊長胸部貫通銃創を受けて戦死し原田大尉古田中尉戦死し粟田大尉川

久保大尉以下死傷続出して一度軽砲線を奪取したるにも拘はらず重砲線占領の機を発展

するに至らず再び外岸頂に退き機を待つの外無きに至りぬ

これは11月26日，27日の総攻撃の戦果に見るべきものがないので前回の総攻撃で惜し

くも占領を逃した激戦を挿入したのだろう。第九師団の突撃歩兵中隊が全滅・損傷していく

姿がよく分かる。38年になってからは，戦争雑誌などでも要塞攻略の死闘が描かれるよう

になるが，隊名・個人名がこれだけ出てくるものは珍しい。おそらく北陸出身の戦死した軍

人の遺族に向けて彼らの活躍を描く意図があったのだろう。

第九師団長の大島久直中将は金沢凱旋時の談話で，「今回の戦勝は全く国民の力に依る自

分の如きは多数の部下を殺し申訳なし寧ろ敵弾に死せざりしを憾
うらみ

とする位なり」と語って

いる（東京朝日，39年1月17日）。多数の兵を死なせたという自責の念はおそらく乃木大

将にも同じようにあったに違いないが，それをあまり表には見せていない。自分の命より兵

の命より，何よりも天皇陛下の御為が優先される。それは当時の軍人に限らず日本国民ほと

んどすべての信条だったと言えるが，宮城のお膝下にある近衛師団と第一師団の将兵にはそ

の意識が特に強かったように思われる。

漱石は談話『戦後文界の趨勢』（『新小説』明治38年8月号）でかなりオプティミスティッ

クな日露戦後観を語っているが，この時期は日本海海戦の大勝利のあとで，条件のいい和平

条約が結べるものと国民全体が信じこんでいた頃である。そんなお祭りムードに乗ってしま
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うような漱石の日露戦争観は，当時の庶民感覚に近いものがあったようだ。

戦場の勇士たちが凱旋してきた11月・12月，世間は歓迎ムードに沸き立っていた。そん

な頃に夏目漱石は『趣味の遺伝』という小説を書いたのである。それは熾烈な要塞突撃シー

ンを含みつつ，語り口も構成も何ともユルイ小説であったが，漱石がこの作品で最も大切に

した人物といえば，たぶん旅順攻囲軍の戦死者「浩さん」の母親であったろう。

小論で特に注目したのは，漱石が，日露戦史では忘れられている明治37年11月26日の

第一師団による松樹山突撃の様子を詳述した事実である。それはもしかすると，「浩さん」

にリアルなモデルがあり，その人がたまたま旅順で戦死した第一師団の歩兵中尉であったの

かもしれない。実際，茨城県真壁郡の有志が刊行した『日露戦役紀念写真帖』（明治40年2

月）を見ると，紹介されている戦死者のキャプションには「松樹山」「二百三高地」の文字

が散見する。漱石の周辺にも第一師団の旅順攻囲戦戦死者が居ておかしくはない。

けれどもし漱石が故意に「松樹山」突撃を描こうとしたのだと仮定すると，なぜ有名な

「二百三高地」の方を選ばなかったのだろうか，という疑問が湧いてくる。

この疑問も次の答えも全くの想像に過ぎないが，多大な犠牲を払ったにしろ最終的には

�勝利〉を勝ち取った「二百三高地」の戦死者は報われたと言えるけれども，三回もの総攻

撃における正面突撃で一つの砲台も確保できなかった「松樹山」の戦死者は，むごい言い方

をすれば「無駄死」「犬死」だったからではないだろうか。

漱石は報われることなく死んだ「浩さん」のような軍人に，せめてフィクションの中だけ

でも，一目会っただけで見染め合った，「余」が驚嘆するくらい「美しい」女性を婚約者に

して，この世に残してしまった老母の傍に寄り添わせてあげたかったのだろう。

（2016年11月24日稿）
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《注》

（1） 水川隆夫『夏目漱石と戦争』（2010年，平凡社新書）は，〈日露開戦の決断は「狂った神」＝

「天子」＝天皇の誤りであり，日露間の問題の解決のためには，もっとねばり強い平和的手段によ

る外交努力が必要だったのではないか，という疑問をもったものと思われます〉と漱石の意図を

解釈している。

（2） 岩崎紀美子『與謝野晶子とトルストイ』（2012年，文芸社）。

（3） 牧村健一郎『新聞記者 夏目漱石』（2005年，平凡社新書）は，従軍記者としての半井桃水の

活躍について言及している。

（4） 山本武利『新聞と民衆』（1973年，紀伊国屋書店）によれば，日露戦争中の新聞発行部数の

�第一位は十二～十三万部の『報知』で，第二位は十～十一万部の『万朝報』�，�三位以下は『東

京朝日』，『国民』，『時事』，『都』など〉であったという。

（5） 平岡敏夫『日露戦後文学の研究』（1985，有精堂）は『肉弾』の特徴を，頭から顔へかけグチャ

グチャに砕かれ，といった「肉体破砕に端的に示されている生々しいイメージであろう」と述べ

ている。それは『趣味の遺伝』の冒頭を想起させる。

（6） 満州野戦軍の会戦もすべて薄氷を踏むような勝利ではあったが，砲台の取れない旅順攻囲軍と

違い，敵を明らかに退却させているので「連戦連勝」と称することができた。

（7） 倉口徳光「�戦死者報道〉としての『趣味の遺伝』」（『藝文研究』，2009年6月）に，『趣味の

遺伝』の凱旋式に関する考察がある。

（8） 当時の部隊編成は，1師団＝2旅団＝4歩兵連隊（聯隊）が基本である。

（9） 12月7日に満州軍総司令部が凱旋しているが，総司令官の大山巌は「元帥」と呼称されてい

て「将軍」の候補にはならない。

（10） 当時の戦争雑誌は『日露戦争実記』をはじめ要塞攻略法としての「正攻法」について図解入り

で説明しているものが多い。

（11）「春や昔～『坂の上の雲』ファンサイト～」http://www.sakanouenokumo.com/の「旅順攻

略戦③」より。2016年11月24日閲覧

（12） もちろんまだラジオの実況中継はないが，漱石は『文学論』の中で実況的な描写についてウォ

ルター・スコットの小説を例に解説している。

（13） 当時の映画（活動写真）は未発達で詳細な実写記録などはなかったが，『日露大戦幻燈映画説

明書』（明治38年5月，第十回上）という小冊子が出ており，スライド上映のような形で実況的

に説明していた例はあったらしい。ただし，講談調である。

（14）『少年日露戦史』（明治38年5月，第11編）。

（15）『名将回顧日露大戦秘史・陸戦篇』（1935，朝日新聞社）。引用は，平塚柾緒『写真が記録した

日露戦争 旅順攻囲戦』（2009年，学研M文庫）より。
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・Shumi-no-Iden・:

SosekiNatsume・sDescriptionoftheSiegeWarfareofLushun

ToshikiHashikawa

Thisessayisabout・ShuminoIden・（TheHeredityofTaste）,ashortstorywritten

bySosekiNatsume.ThisStorywaspublishedinTeikokuBungakuinJanuary1906.

Itisastoryaboutafirstlieutenantoftheinfantrywhowaskilledinthewar.

Thestorystartswiththephrase・Thismadweatherwouldmakethegodsinsane.・

Theleadcharacter,whorelatesthetale,presentswarsasactivitieswagedbyinsane

godsanddesignedtogivesatisfactiontostarvingdogs,andimaginesasceneinwhich

starvingdogsbiteJapaneseandRussiansoldiers・fleshandcrunchtheirbonesinthe

battlefield.Atonepointinthestory,hefindshimselfarrivingathisdestination,

ShinbashiStation,whereacrowdofpeoplearewaitingforthearrivalofatriumphant

generalfromtheManchurianbattlefieldandhisarmy.Thetannedfaceofthegeneral

whohasjustreturnedfrombattle,andthesightofanagedmotherthrowingherselfat

herson－areturnedsergeant－bringstheleadingcharacterbacktoamemoryofhis

friend,whohadbeenoncampaignasafirstlieutenantoftheinfantryandhaddiedon

November26in1904,duringtheall-outsiegeofLushunFortress.Theleadingcharac-

tergoesintotheimagesofthesceneofhisfinalbattleanddeathindetail.

Asnotedabove,thefriend・slastbattlesceneisdescribedbySoseki（intheperson

ofthenarrator）ingreatdetail.Thefirstlieutenant,whowascalled・Koh-san・be-

longedtoTheThirdArmyFirstDivisionoftheJapaneseArmyandwaspresentatthe

chargeup・SongshuShan・（PineTreeHill）－oneofthefortsbehindPortLushun.

However,afterjumpingintoatrenchjustinfrontoftheenemyfort,hedidnotemerge.

Helaydeadinthebottomofthetrench,shotwithamachinegun.

Thisessayfirstdescribestheimageof・war・whichisdescribedintheopening

sentencesofthestory,thenitturnstothereasonSosekichosetodescribethekindof

welcomescenethatgreetedthevictoriousarmies,inNovemberandDecember1905.

Inaddition,itisnotedthatthe・SongshuShan・assaultoperatedbytheFirstDivi-

sioninthethirdall-outsiegeofLushun,whichisdescribedinthisstory,wasseldom

mentionedinhistoriesorstoriesoftheRusso-JapaneseWar.Thereasonforthelack

ofattentionwasthespectacular,honorabledeathsofthemembersofthe・Shiro-dasuki

Tai・（thetroopthatwearswhitesashes）andtheoccupationofthe203-MetreHeights

afterlonganddesperatefights.

Finally,thereasonwhySosekiintentionallydescribedthelosingbattleofthe

SongshuShanAssault.




